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平成19年度第２回中原区区民会議

「地域で取り組む環境対策」
～わたしたちにできる“環境”を考える～

平成１９年１０月２５日（木）

区 長 挨 拶

配布資料の確認 会議録確認委員の選任

議題
地域で取り組む環境対策

～わたしたちにできる“環境”を考える～

ビデオ報告
～わたしたちにできる“環境”を考える～
次世代につなぐ環境と地域での取り組み
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講演
環境局地球温暖化対策担当

広瀬健二 課長補佐

20072007年年1010月月2525日日
中原区区民会議中原区区民会議

環境局地球温暖化対策担当環境局地球温暖化対策担当

エコちゃんず

地球温暖化 と私たちの暮らし
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地点6で28.3℃、地点7で28.2℃を記録

中原区を中心に気温が高い傾向
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地点6で6.5時間、地点11で6.3時間を記録

中原区を中心に30℃以上の延べ時間が長い傾向

地球温暖化＝気候変動地球温暖化＝気候変動

温室効果ガス（二酸化炭素など）とは？

• 地球の気温は平均15℃前後に保たれ、生

き物が生きている。

• もし、二酸化炭素などの気体がなければ、
地球は普通の生物は住めない-18℃の氷

の世界になってしまう。

• このため、これらの気体を温室効果ガスと
呼ぶ。
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二酸化炭素と空気二酸化炭素と空気のの

あたたまり方のちがいあたたまり方のちがい

二酸化炭素の特徴二酸化炭素の特徴

あたたまりにくく

さめにくい

温室効果ガスはどこへゆくのか？
化石燃料からの排出量の半分しか陸・海で吸収されず、

大気中にCO２が蓄積しつつある。

年間 3.2 /年　増加

大気　７３０Gt　(370ppm)

海洋陸上２０００
土地　１５００

　　　　植生　　５００　　　　

化
石
燃
料

３８０００Gt
単位１０億トン（Gt)

地球の炭素収支の推定

1.4/年 1.7/年

6.3/年

単位10億トン（Gt)

「国立環境研究所」資料

出典：気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）第４次評価報告書第１作業部会報告書（２００７年２月２日）
気象庁データ、環境省「平成１８年版環境白書」、経済産業省産業構造審議会地球環境部会報告書

第1作業部会「自然科学的根拠」温暖化予測

平均気温 20世紀中に０．７４℃上昇
平均海面水位 20世紀中に１７ｃｍ上昇
氷河 広範に後退
積雪面積 積雪面積や海氷は縮小

地球温暖化の影響の現状

平均気温 1990～2100年までに2.4～6.4℃上昇
平均海面水位 1990～2100年までに26～59ｃｍ上昇
気象現象 洪水、干ばつの増大、台風強化
生態系 一部動植物の絶滅、生態系の移動

地球温暖化の影響の予測

地球の平均地表気温の推移地球の平均地表気温の推移
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（注）1971年から2000年までの平均値に

対する乖離を示した （注）予測については、化石エネルギー源を重視しつつ高い経済成長を実現するシナリオに基づく

ＩＰＣＣ第ＩＰＣＣ第44次報告の要点次報告の要点

• 地球環境は今まさに温暖化の影響を受けている。

• 産業革命前（1900年）と比べ、２℃以内に抑制する
必要性がある。

• 2050年に2000年比で、温室効果ガスを半減する必
要がある。

• 気温上昇が２～３度になると全地域で悪影響の可能
性がある。

• CO２の大幅削減は技術的、経済的に可能がある。

• 上昇を2度程度に抑える対策でGDPの損失は最大

３％である。

川崎市地球温暖化対策地域推進計画
重点目標

【二酸化炭素】

• 市内の温室効果ガスが排出量の95％以
上を占める二酸化炭素については、6% の
削減を目指し、目標量を設定します。

• それぞれの主体ごとに目標量を設定する
場合、市民・事業者・学校・行政の各主体
の公平な負担の観点から、主体ごとに
1990 年比6％の削減を目指します。

国際交流センターに
市民共同発電所を作ろう！
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計画の推進体制：かわさき地球温暖化対策推進協議会

実践活動グループ実践活動グループ

•• グリーンコンシューマーグリーンコンシューマー グループグループ

•• 省エネ省エネ グループグループ

•• ソーラーソーラー チームチーム

•• 交通環境交通環境 グループグループ

こまめに行動こまめに行動

環境教育環境教育

技術を活用技術を活用

「仕組み」を作る「仕組み」を作る

議題
地域で取り組む環境対策

～わたしたちにできる“環境”を考える～

中原区協働推進事業について
－平成１９年度第２回協働推進事業検討部会報告－

閉 会


